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分が悪すぎる日本の脱炭素 これから「苦難の10年」が始まる 

山本隆三 （常葉大学名誉教授） 

          https://wedge.ismedia.jp/articles/-/24924 

 英国グラスゴーで開催されていた国連気候変動枠組み条約第 26 回締約国会議（ＣＯＰ26）の最終日、アロック・シ

ャルマ議長は悔し涙を流した。英国が目論んでいた「石炭火力と化石燃料への補助金の段階的廃止（Phase-out）」が、

インド、中国、他の化石燃料への波及を恐れた産油国の反対に遭い、197 カ国による最終合意文書、グラスゴー気候合

意では「対策が取られていない石炭火力の段階的縮小（Phasedown）と非効率な化石燃料補助金の段階的廃止」となっ

たからだった。 

 

悔し涙を流したアロック・シャルマ議長（左）、英国のボリス・ジョンソン首相にとっては 

〝してやったり〟だったのか（代表撮影/ロイター/アフロ） 

グラスゴー気候合意とは 

 石炭火力については思い通りにはならなかったものの、パリ協定で合意された「気温上昇を２度、可能であれば１・５

度に抑制する目標」は、英国の狙い通り実質的に１・５度目標に置き換えられた。グラスゴー合意では、2030年までに

10年比二酸化炭素（ＣＯ2）を全世界で45％削減、今世紀半ばに脱炭素達成の必要があるとされた。そのため、今後の

10年間が決定的な10年になるとし、各国は目標の強化に努めるとされた。 

 グラスゴー合意では、先進国が途上国の温暖化対策に拠出するとしていた20年1000億㌦（11兆円）が達成されな

かったことが遺憾とされ、できるだけ早く年間1000億㌦を達成し、25年まで継続することが要求されている。先進国

は今後さらに資金を拠出することになりそうだ。 

 環境活動家のグレタ・トゥーンベリさんは、ＣＯＰでは無駄話ばかりとして、グラスゴー合意を酷評した。だが、開催

国英国の声明文で、ボリス・ジョンソン首相は、やるべきことは多くあるとしながらも、「石炭の段階的縮小をＣＯＰ史上

初めて合意文章に記載したことと１・５度への道筋をつけたことは大きな前進であり、気候変動問題の終わりの始まり」

と成果を誇っている。温暖化対策に熱心な英国にすれば、実際には〝してやったり〟ではないのだろうか。 

https://wedge.ismedia.jp/articles/-/24924


 石炭、天然ガス生産量が急減している英国は、原子力発電所の新設を進める一方、再生可能エネルギー（再エネ）に舵

を切り、温暖化対策を進めながら経済成長を狙うことが可能な国だ。温暖化対策の負担は他国ほどではない。 

 しかし、英国に代表される欧州の主要国と日本の事情は大きく異なる。英国が簡単にできた、あるいは、できることも、

日本には困難な取り組みになる。日本はこれから気候変動問題に取り組む「決定的な10年」ではなく、「苦難の10年」

を歩むことになる。 

 

脱石炭も楽勝な英国 

 英国は石炭火力発電所の閉鎖を進めている。石炭火力発電が経済性を失っているという簡単な事実を反映した動きだ。

英国の産業革命を支えたのは石炭だ。石炭生産は18世紀後半の産業革命から伸び続け20世紀初めには３億㌧近い年産

数量に達する。しかし、その後取り扱いが容易な石油、天然ガスにシェアを奪われ生産数量は減少した。 

 それでも今世紀初めまで国内の発電を支える燃料だったが、坑内掘り炭鉱の採炭条件の悪化による生産数量減（図-１）

と石炭火力発電所の老朽化により急速に石炭火力発電量は減少する（図-２）。英国に見られるように、欧州主要国の石炭

火力発電の減少をもたらしたのは、国内炭鉱の採炭コスト上昇により石炭火力発電が経済性を失ったという問題だった

（「実は減らない世界の石炭火力発電、欧米の石炭火力を減らしたのは市場の力」）。 

日本をはじめとしたアジアの国の事情は大きく異なる。1960年代から国内炭鉱の採炭条件が悪化し生産数量減少に直面

していた日本は、80 年代から豪州を中心とした石炭産出国から輸出される石炭を燃料とする石炭火力発電所を大型港湾

と共に、日本の各地に建設した。韓国、台湾も同様のことを行い、最近東南アジアの国も石炭火力発電所を建設している。

条件のよい海外の炭鉱から輸出され大型船で運ばれる石炭は価格競争力を持ち、多くのアジアの国において石炭火力は最

もコスト競争力を持つ電源になった。 

 欧州主要国の国内炭鉱からの石炭を燃料とする発電所とは、発電所の建設時期も燃料供給の構造も異なり、当然コスト

競争力にも大きな違いがある。欧州主要国が簡単に進めることが可能な脱石炭は、アジアの国には電力コスト上昇を引き

起こし、さらには安定供給に影響を与えることになる。アジアにおいては脱石炭は簡単にはできない。 

 

「抵抗勢力」インドが抱える苦悩 

 ＣＯＰの席上で、インドは石炭使用と化石燃料への補助金の段階的廃止に強く反対した。多くの西側のマスメディアは

「抵抗勢力はインド」と取れる報道を行った。 

 インドの環境大臣は「途上国が石炭利用を廃止する約束ができると、どうして思えるのか。インドは貧困層に対し支出

している天然ガスに関する補助金を止めることはできない」と発言した。世界のCO2排出量の７％を占め、中国、米国

に次ぐ世界第３位の排出国インドが、温暖化対策を進めない、けしからんと見ることもできるが、インドの現実はどうだ

ろうか。 

インドの都市の街中を歩いていると、やせ細った物乞いに２重、３重に囲まれることがある。皆両手を前に差し出した姿

勢で迫ってくるのは、ちょっとした脅威だ。だが、この人たちはアウトカースト（不可触民）と呼ばれる人たちなので、

外国人に触れることはない。歩き出せば、両手を前に差し出したまま道を開けてくれる。 

https://wedge.ismedia.jp/articles/-/20510


 インド第２位の都市ムンバイの海岸線は、「女王の首飾り」と呼ばれる綺麗な夜景でも有名だ。だが、そのすぐ近くの路

上では日没後どこからともなく持ち出したマットレスが並べられ、多くの人が就寝の準備を始める。 

課題は温暖化だけではない 

 路上で生まれ、路上で死ぬということは本当にあると実感させられる。以前インド滞在中にたまたま目にしたローカル

紙に、満腹感を味わったことがあるかとのアンケート結果が掲載されていたが、8割の人が生まれてから一度も満腹感を

味わったことがないと答えていた。 

14億人近い人が暮らし、「世界飢餓レポート2021」によると、人口の15.3％、２億人以上が栄養失調状態にあり、５

歳以下の発達阻害率が34.7％とされる国の温暖化対策への取り組みの遅れを、先進国は責めることができるのだろうか。

世界の課題は温暖化だけではない。ＣＯＰ会場で、「気候正義」「脱石炭」を掲げた日本の高校生はインドの主張を理解で

きないのだろうか。脱石炭を求めＣＯＰ会場に集まった数万人の環境団体の人たちは、自分たちが利用する航空機のＣＯ

2排出量を考えたことがあるのだろうか。 

 

脱炭素の切り札を持つ英国 

英国の天然ガス生産量も石炭ほどのスピードではないが、

減少している（図-３）。英国の北海からの天然ガス生産は、

20 年前のピーク時には輸出を行うほどだったが、埋蔵量

が枯渇してきている。最近ではピーク時の３分の１程度ま

で生産量が落ち、国内需要量の半分程度を供給する程度だ。

化石燃料の生産の落ち込みによる自給率低下の中で、英国

が再エネと原子力により安定供給維持と温暖化対策を進め

るのは当然とも見える。 

 英国はCOP26開催直前10月17日に、2035年ま

でに電源の脱炭素化を行うと発表した。その狙いは、先進

７カ国（Ｇ７）の中で最も早く電源の脱炭素化を行い、電

気自動車（ＥＶ）、原子力発電設備、蓄電装置などで競争優

位な地位を作り出し、海外から民間資金を呼び集めること

と新規雇用を創出することにある。そのため、ＥＶ関連から新型原子炉まで多くの分野に政府資金の投入が行われること

も発表された。 

その英国の脱炭素の大きな切り札が洋上風力発電だ。いま、英国の洋上風力設備は世界一の 1038 万㌔ワットあり(図-

４）、20年の電力供給量のシェアは13％だった（図-５）。これを30年に4000万㌔ワットにするとジョンソン首相

が１年前に発表していたが、35 年脱炭素目標に沿い、6000 万㌔ワット、あるいは 7500 万㌔ワットに、一段と引き

上げられることになると報道されている。35 年には電化の進展と電力利用の水素製造もあり、電力需要は今から 40％

程度伸びるとされているが、洋上風力が半分程度の供給を行う目論見になる。 

  

 



原発も大いに活用 

 洋上風力に加え、太陽光、陸上風力、さらに蓄電池の導入も想定されているが、安定的な脱炭素電源として原子力も活

用される。英国で仏電力公社（ＥＤＦ）が現在建設中のヒンクリーポイントC原発に、中国資本が参加している。その後

の新設計画にも中国資本の参加が予定されているが、英国では人権問題などから中国資本排除の意見が出ており、大型原

発の建設には不透明感が出ている。 

 一方、ロールス・ロイスが中心になり開発している47万㌔ワットの小型モジュール炉（ＳＭＲ）には政府補助金2億

1000 万㍀（320 億円）の投入が発表された。ロールス・ロイスは、設計認証審査を申請するための手続きに入ると発

表した。30年までに1号機の運転を開始し、35年までに10基の操業を目指すとしている。英国は洋上風力とSMR

主体に35年電源の脱炭素を図ることになる。そのコストはまだ見通せないが、英国政府は安定的で競争力のある価格を

提供可能と述べている。 

 

日本も再エネと原子力によるCO2削減の道筋を立てているが、英国と大きく異なるのは、発電コストが高いことと原子

力発電比率の実現可能性が見えないことだ。 

 

それでも日本は風力発電を進めるのか 

日本の第６次エネルギー計画では、図-６の通り、30年再生可能エネルギーにより36％から38％の電力を供給する計

画だ。太陽光は今の２倍、風力は今の５倍の供給量になる。洋上風力の目標設備量は1000万㌔ワットだ。 

 

英国ほどの導入量ではないが、洋上風力が大

きな役割を担う計画だ。ただ、海岸線が遠浅

の英国では着床式が主体だが、日本ではコス

トが高い浮体式が主体になる。さらに、英国

北海と日本では風量が異なる。北海では利用

率50％超えもあるが、日本では30％台だ。 

 日本の洋上風力の発電コストは、英国をは

じめ北海、バルト海を利用する欧州の国より

明らかに劣ることがはっきりしている。要は、

同じ洋上風力を進めれば日本の発電コストは

欧州主要国より高くなり、産業の競争力は大

きな影響を受けることになる。洋上風力設備

も太陽光パネルと同様、競争力のある中国製

が日本市場を席捲する可能性も高い。 

 エネルギー基本計画で 20％から 22％と

想定されている原子力発電についても不透明

感が高い。再稼働が行われたとしても、設備の新設、更新がなければ、この数字を達成することは困難だ。 

具体的な道筋が明らかになっていない日本 

 中国資本の原発参加という問題に直面した英国は、自国開発のＳＭＲに活路を見出し、脱炭素を実現しようとしている。

日本では、計画を実現する具体的な道筋が明らかではない。絵に描いた餅で終わればまだしも、30 年 46％削減を実現

するためコストが高い政策を進めれば、国民と産業はますます苦しくなる。 

 ＣＯＰ26の結果を受け、先進国は、さらに目標を高めることを迫られる可能性もある。日本はこれから苦難の10年

を歩み、歩み終わった後の生活はさらに苦しくなっているだろう。 

脱炭素の具体的な道筋を真剣に検討しなければ、目標が高くなる環境下で困難が増すばかりだ。 
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脱炭素カーボンイーブンで先行するヨーロッパとアメリカ・日本そしてアジア諸国とでは国情が大きく異なり、先行するヨーロ

ッパに追従できない国情がクローズアップされている。 

例えば 先行するヨーロッパ諸国ではすでに石炭産業は縮小され、風力等の自然エネルギーの活用はその立地の利点もあって大

いに進んでいる。既に電力エネルギーの石炭火力の依存度は大きく軽減しており。風力等の自然エネルギーや原子力電力への転

換が進んでいる。アメリカも原子力や太陽エネルギを含めた自然エネルギーへの転換が進んでいる。 

一方 日本はじめインド・中国そしてアジア諸国の石炭火力への依存度は極めて高い。目標高く取り組みが始まっているといえ

どもおいそれと全面転換できる国情にはない。日本にしても同じである。 

例えば、風力発電について言えば かつて鳴り物入りで多くのメーカーが進出した大型風力発電装置メーカーは既に今日本には

一つもなく、立地も大きな課題となっている。大きく異なっている。 

また、産業界で電力と並び大量のCO2を排出する鉄鋼業においても アジア諸国と欧米との違いが大きい。 

既に主力産業だった石炭産業やアジアの高炉操業による大量低価格鉄鋼製品におされた鉄鋼業のリストラを終えた欧米の鉄鋼

産業は既に鉄鋼製品の高級化と大型電気炉での製造転換が図られており、日本・インド・中国・韓国の大型高炉操業から脱却し、 

鉄鋼残響の深刻度は小さい。アジアの鉄鋼業界ではいずれにしろ膨大な研究開発・設備転換と建設への膨大な投資に直面。 

ソフトランディング出来なければ、各国の中核産業のいちはもちろん存続すら危ぶまれている。 

また、タブー視されてきた原子力の利用は小型コンパクトで安全性の高い原子炉の利用がこころみられはじめ、従来の紋切型の

電力エネルギーの分野の取組の裾野が広がっているのも事実。 

旧態依然とした過去に囚われた取組から新しい産業創生としてこの低炭素カーボンイーブン取組をしないともう元に戻れぬ地

球暴走の次第に直面するシナリオにも・・・・・・・ 

風来坊 的外れの勝手な暴論かもしれませんが、なにか日本の社会が虚しく感じる今  

いま一度よく考えねはならぬ聴きとけとめねばと・・・・ 

お許しください。 

 

また、今もっとも深刻なのは瞑想する火力発電の取組。  

火力発電の自由に即座に稼働時期を変更できる魅力は大きく、また効率の良い大型石炭火力発電所の建設は現存する多数の小型

発電所を代替することで、石炭使用量・CO2発生量を大幅に削減できる魅力がある。 

超々臨界圧ボイラーによる発電等日本の最も得意とする分野である。日本を始めアジア諸国では 脱炭素カーボンイーブンの目

標達成のための過程では、悩ましくも不可欠の技術とする考え方がある。 

奇しくもwith コロナの中で 経済再建が叫ばれ、経済活動が休診する2021年本年 世界の火力発電によるCO2排出量は今

までの最高になっている。  

火力発電・原子力の依存度の高い日本の政府は 未だに日本の立ち位置・道筋がはっきりしていない。 

「脱炭素カーボンニュートラル」の達成計画書は声高に叫んではいるが、具体的な道筋と具体的現況のアプローチ報告がない。 

ゆあば 絵に書いた餅 信頼度がない。 

前記の日本の脱炭素カーボンニュートラルの取組にヨーロッパ諸国から一番後ろ向きと相手にされなかった所以である。 

 

また日本国内の各分野取組実情は当初 政府のスローガン発表を受け、ポストコロナ 低炭素社会の新時代への取組とし

て多くの企業がカラフルなSDGs（持続可能な開発目標）バッジをつけて企業イメージの宣伝に使った。 

でも 理解なしの口先スローガン取組では 「この地球温暖化による気象激変のストップがかからぬ瀬戸際にいる今」 

どうにもならない。一企業の狭い範囲に限定した取組ではどうにもならない。企業マスコミ等がよく言う原材料・サプラ

イチェン全体を含め、すべてのトータルシステム全体で低炭素イーブンを評価していないとの手厳しい批判が生じた。 

中国製の衣料品の海外・日本販売がこの視点で大きな批判を受け、不買運動が起こってよく知られることとなった。 

丸投げの得意な古い日本の企業人・政治家の一番不得意とするところである。 



また、２年ぶりに開かれた気候変動枠組条約の締約国会議・ＣＯＰ２６で存在感を示せなかった日本の所以である。 

いつもずるいなぁとおもうのですが、自己宣伝に終止する某自動車メーカのコマーシャル 

もう後出しジャンケンはやめろと。 

でも 日本においても、即物的な一部を取り上げての取組は全く評価されない事がわかり、最近は具体的な取組がやっと

数多く発表されるようになってきた。 

そんな今 私を育ててくれた 鉄鋼はどうなのか・・・・ 

そんな目で 鉄鋼の取組をベースに この11月 低炭素カーボンイーブンに関係する資料をインターネットで目にとま

った資料・ニュースを採録。現況把握の資料になればと。 

自分勝手な採録リストですが、これからの新しい時代へ みなさまのお役ににたてば・・・・と。 

新しい鉄の時代へ 模索する鉄鋼界 ガンバレ!!とエールを送りつつ。 

 

    2021.12.20.  From Kobe   Mutsu Nakanishi 

   ◎ 日本の鉄鋼業は 世界が突き進む脱炭素社会に生き残れるのか  

     日本の鉄鋼生き残りをかけた脱炭素カーボンニュートラル取組現況  

     2021年 11月・12月 インターネット閲覧で気になった資料・ニュース 採録 

by  Mutsu  Nakanishi 

  
  

 

  1. 採録「WEDGE Infinity」  分が悪すぎる日本の脱炭素 これから「苦難の 10年」が始まる 

     https://wedge.ismedia.jp/articles/-/24924  ~ /24924=4 

  2. 採録 日本製鉄のカーボンニュートラル取組目標と現況の概況 

       日本製鉄2,021中間業績発表資料より 

  3. 採録 2021.3.30. 46ページに渡る日本製鉄取組現況説明会資料  

     カーボンニュートラル ビジョン 2050 ゼロカーボン・スチールへの挑戦 

     https://www.nipponsteel.com/ir/library/pdf/20210330_ZC.pdf 

  参考 1 【動画】 日本製鉄 カーボンニュートラル ビジョン 2050説明会の会社説明動画 再生45分  

      取組現況 具体的取組状況とその課題 具体的な取組状況説明の貴重な図等多数あり      

    https://nipponsteel01.extide.mediasite.co.jp/Mediasite/Play/b8e210ee274b4c659cfcde684caf6fd71d   

  参考2.【動画】【NIPPON STEEL】カーボンニュートラル動画（6分ver.） - YouTube 

       https://www.youtube.com/watch?v=88mZhMoXHhQ 

  参考3 .【動画】 化石燃料を使わぬ鉄鋼生産 Bloomberg home page より  再生3分 

     SSAB スウェーデンスティール（株）ほか鉄鋼三社の共同プロジェクト 

    https://www.bloomberg.co.jp/news/videos/2021-11-24/R32DADT0G1KW01 

    上記動画は ホームページ内二採録出来ませんので、上記リンクより御覧ください。 

 

ローカルMutsuo Nakanishi
直線

ローカルMutsuo Nakanishi
直線

https://wedge.ismedia.jp/articles/-/24924%20%20~%20/24924=4
https://www.nipponsteel.com/ir/library/pdf/20210330_ZC.pdf
https://nipponsteel01.extide.mediasite.co.jp/Mediasite/Play/b8e210ee274b4c659cfcde684caf6fd71d
https://www.youtube.com/watch?v=88mZhMoXHhQ
https://www.bloomberg.co.jp/news/videos/2021-11-24/R32DADT0G1KW01


        11月-12月 脱炭素カーボンニュートラル関連 ニュース・資料リスト 

     ◎ 会社PR的ニュースから 具体的な取組発表へ  

       日本各ビジネスの取組状況発表がここ数ヶ月大きく変化してきている 

 ◎ 1.コンクリート・セメントで脱炭素社会を築く！？ 技術革新で資源もCO2も循環させる  資源エネルギー庁     

    https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/concrete_cement.html#m 

 ◎ 2.CO2削減の夢の技術！進む「カーボンリサイクル」の開発・実装｜スペシャルコンテンツ｜資源エネルギー庁  

   https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_recycling2021.html 

 ◎ 3. 未来ではCO2が役に立つ？！「カーボンリサイクル」でCO2を資源に  資源エネルギー庁  

   https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_recycling.html  

 ◎ 4.水素はTWh分を大量地下貯蔵 チタン鉄系水素吸蔵合金も課題解消         

   https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/01855/00011/  

 ◎ 5.ナノ化鉄チタン水素吸蔵合金タンクの実用化 ―再生可能エネルギーの電力を水素で貯蔵― 

   https://www.jst.go.jp/tt/journal/journal_contents/2016/12/1612-05_article.html 

 ◎ 6.水素吸蔵合金による水素貯蔵 

   http://www.f-suiso.jp/bunkakai/H23bunkakai/2nd/2nd/H23_2_6.pdf 

 ◎ 7.無機固体電解質を用いた全固体リチウム二次電池の開発 _ 東レリサーチセンター 

   https://www.toray-research.co.jp/technical-info/trcnews/pdf/201806-01.pdf 

 ◎ 8. GE日立がカナダで受注、「小型原子炉」が世界から注目を集めるワケ  

    https://news.yahoo.co.jp/articles/488d03e0dfaab5f48f065f12e2002198f672d5da 

 ◎  NHKニュース 石炭火力の発電量 過去最高の見通し “憂慮すべき兆候” IE 

   https://www3.nhk.or.jp/news/word/0001906.html 

 ◎  アンモニアが“燃料”になる？！（前編）～身近だけど実は知らないアンモニアの利用先 資源エネルギー庁  

   https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/ammonia_01.html  

 ◎  アンモニアが“燃料”になる？！（後編）～カーボンフリーのアンモニア火力発電    資源エネルギー庁 

   https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/ammonia_02.html 

 ◎ Bloomberg home page より【動画】化石燃料を使わぬ鉄鋼生産 

    SSAB スウェーデンスティール（株）ほか鉄鋼三社の共同プロジェクト 

    https://www.bloomberg.co.jp/news/videos/2021-11-24/R32DADT0G1KW01 

    

 

水素還元による海綿鉄鉄製造 

      日本の高炉水素吹き込み操業 COURSE50 還元鉄 

水素+天然ガス還元 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/488d03e0dfaab5f48f065f12e2002198f672d5da


 

         日本製鉄 2021年中間報告書 日本製鉄カーボンニュートラルビジョン2050より 



 

 



 

 

 



 



 

 



 



 



 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 



 

 



 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 


